
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

は、市民のみなさまの 
“やりたい”を実現し、「豊かなくらし」を応援する 
施設として、1969 年に日野市と㈶社会教育協会が 
協定書に基づいて設立しました。 
今月もセンターで生きがいづくりをされる沢山の 
市民の方々の活動をお伝えします。 
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人が好き     がステキな街が好き 
笑 顔 

日野市多摩平にある公益財団法人の社会教育施設 

ひの社会教育センター広報紙 

１ 

●202４年度 施設紹介・事業案内 

●表紙の講師は…木彫 西澤陽子先生 

●センターからのご案内 賛助会・寄付お礼 

おとな講座

『木彫』

削り出し

吹き込まれる命





 
 
新館へ移転して早 5年。6 年目の春を迎えました。地域の団
体や住民のみなさんと一緒に作るイベントとして、春に「ク
リーニングデー」、秋には「てとてフェス」を開催し、以前の
バザーの賑わいに負けず劣らず、多くの方にご来場いただい
ています。物品の保管場所の確保が出来ず、バザーは開催で
きませんが、昨年より新しい賛助会の支援の方法として、セ
ンターでは「お宝エイド」という制度を取り入れています。 
 
〈協力の方法〉 
社会教育協会（ひの社会教育センター）の活動に賛同する人
が物品を寄付すると、通常査定額に 10％上乗せされた金額
が自動で、ひの社会教育センターへ活動資金として振り込ま
れるシステムです。 
 
物品の一例は… 
未使用切手やはがき、商品券、記念コインや骨董品、美術品 

バック、衣類、食器など ※いずれも未使用品かそれに近いもの  

注意点…本や家電、ぬいぐるみ、家具やスーツケース等の大きいも

のはお預かりできません。 

また、一度お預かりしたものを返却することはできません。 

 
対象の物品を日野社会教育センター受付までお持ちいただく
か、ゆうパックの着払いで直接寄付いただくこともできます。
詳しいご案内や伝票等も日野社会教育センター受付窓口にご
ざいます。 
賛助会へのご加入によるご支援とあわせて、ご協力をお願い
いたします。 
 
※ひの社会教育センターでは、年度初めのスマイルタウン発
送時に、賛助会からのお知らせと併せ、会費の郵便振替依
頼書を同封させていただいております。 
毎年のご協力に感謝申し上げます。 

  

➀個人会員 １口 1,000 円  

中野 中 3 口 廣本隆彦・碧 20 口 澤渡夏代ブラント 5 口 

➁団体会員 １口 5,000 円 

いにしえ体操会 2 口 うどの大木 2 口 

多摩平卓球サークル 20 口 日野混声合唱団 1 口 

日野手品サークル 1 口 モッキングバード 2 口 

日野札所巡りの会 40 口        ★順不同・敬称略 

４ 

スマイルタウン発行：（公財）社会教育協会ひの社会教育センター   発行責任者：館長 阿部 和広  
〒191-0062東京都日野市多摩平 3-1-13 電話 042-582-3136  FAX 042-581-0647 

♪ さ か い ん 
♪ 

賛助会へのご協力ありがとうございます  

木彫－きぼり・もくちょう 

木材の彫刻、またその彫刻したもの。西洋から伝わった

とされ、教会などの装飾彫刻として、また人物像や家具

装飾へと続き、東洋・日本では仏像が多く残る。 

『木彫』講座 第 1・3 月曜日 13 時から 15 時半 

講師 西澤 陽子 先生 

◎スタディーツアーのご案内 

ボルネオフレンドシップスタディーツアー 
  各分野のスペシャリストと行く高所登山への 

挑戦と環境スタディーツアー 
 
行先：ボルネオ島 
日程：2024 年 8 月 16 日～23 日（8 日間） 
 
〈ツアー内容〉 

 東南アジア最高峰キナバル山（標高 4,095ｍ）への登山や、 
 豊かなボルネオの自然や野生生物を探訪 
 現在は本番に向け、参加メンバーは体力・登山トレーニングを
積み重ねています。ボルネオ直前の 7 月には富士登頂を目指
し、いざ！ボルネオ島へ！ 

※予告：スマイルタウン秋号でツアーの様子を深堀りします！ 

◎ひの社会教育センターの講座紹介 

表紙の講師は・・・ 

20 年以上続く木彫クラス。
長年続けている会員さんも
多く、西澤先生とも長いお付
き合いです。 
木彫は、現代の趣味的制作

においては、特に流派などは
なく、題材は動物や植物、幾 

◎賛助会・お宝エイドへのご協力のおねがい 何学模様など、自由。会員の皆さんが現在作られている
ものも、手鏡やお皿、お盆、クリスマスの飾り、と様々。 
 すぐに簡単には出来上がらないところも魅力の一つ
で、完成したときの達成感が楽しく、やりがいになって
いるそう。 
 先生と会員さん、おしゃべりも楽しみながら、集中し
て自然の木に触れ、彫っている時間は「無」になれる時
間、と。雑音の多い日々を過ごす中、心が穏やかになれ 

◆西澤先生から会員のみなさんへ一言◆ 
「『好き』から始まる趣味。趣味があって、一生懸命
やることがあった人生でありたいですね。 
そして『継続は力なり』。毎回の皆さんの今日も楽

しかったと言って帰っていってくださる姿が、何よ
り嬉しいことです。」 

☚〈お誘いした方・された方〉 

小見野さん（写真右）が作られた木彫

作品の数々に魅了され、この度入会

した武子さん（左）。 

お孫さんとお子さんがお友達同士と

いう間柄のお二人です。 

素敵な作品、作ってくださいね！ 

るのでは？と、次々
に彫刻刀をとりな
がら、迷いなく手を
動かしつつ先生が
話してくださいま
した。 




